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高橋哲郎提出論文内容要旨
 胃液ペプシンに関する従来の業績にはナ胃・十二指腸潰瘍群と素潰纏群とを比較したものカ…多く,胃粘
 膜の組織学的変化と対比したものは・比較的少ない。しかも,これらの諸業績にむける見解も必ず
 しも一致してはいない。・よって著者は・胃炎,胃潰瘍,十二指腸潰瘍の主要胃疾患について,疾
 患別並びに生検所見別に,ペプシン分泌罷むよび塩酸分泌能について比較し検討した。
 またペプシンは堀酸と共に,胃・十二指腸潰瘍生成の直接的因子と思われるのて,胃・十二指
 腸潰瘍の冶癒過程に掛けるペプシン分泌能掛よび塩酸分泌能の変動についても検討を加えた・
 検査の対象は,すべて山形内科の入院患者であり,レ線検査,内祝鏡,細胞診,その他の諸検
 盈こより診断の確定したものてある。胃液採取には経口的に胃管を用い,持続吸引て10分梅の
 分銅に分けて採取した。胃液分泌刺激には,インスリンを・毎K夕卵単位(最低を5単位として)
 用レ・た。空腹時!分泌胃液を20分間,インスリン静注刺激後の分泌胃液を90分間採取し,春分曲」
ノノ
 毎に胃液量・顛度・ペプシン濃度を測定した。酸度はTOPfer-Michae■i8法により,ペプシン
 は荻原のCa8ein-Fo■⊥以言色A法により測定した。胃生検はWoodらのGa6tricBioP-
 syTUbeに準じ,黒川ら卦よび山形らが改良を加えたものて行い,その所見はWoodの分類に
 基いた教室の分類によった。潰瘍の経過による変動は,入院時卦よび退院時の検査成績の比較に
 ,二つた。胃液所見としては,空腹時分泌胃液ては,ベブシン濃度,全分泌量,遊離酸度について,
 インスリン静注刺激後分泌胃液については,最高ペプシン分泌量,ペプシン平均濃度7ペプシン
 総分泌量,最高遊離酸度,平均遊離酸度,塩酸総分泌量について比較し・推計学的左検討を加え
 た。また上記各値の算出法督よび意義についても,多少の考察を加えた。
 胃炎および胃潰瘍群ては,ペプシン分泌能は正常粘膜群に比し,表層性胃炎群,軽度萎縮性胃
 炎群,中等度以一と萎縮性胃炎群の順に,段階的に低下する傾向を示すが,塩酸分泌能は表層性胃
 炎,軽度萎縮性胃炎では機能低下の度が少なぐ・,中等度以上萎縮性胃炎に至って,著明な低下を
 示しているbすなわち胃腺の萎縮・変性は主細胞から始まり,壁細胞は比較的に抵抗性てあるが,
 また一方萎縮・変性が高度となるときは,壁細胞は殆んど消失するも,主細胞はな督処々に残存
 するという,胃炎に掛ける壁細胞と主細胞との組織学的変化の状況が,分泌能の上にも反映する
 ことが認められた。しかし十二指腸潰瘍の表層性胃炎群では,ペプシン分泌能も塩酸分泌能も正
 常粘膜群に比し低下する傾向が認められず,むしろ逆に亢進する傾向が認められ}十二指腸潰瘍
 胃の特異性を暗示するものと思われた。
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 生検所見上の正常粘膜群または表層性胃炎群に掛ける,胃炎群と胃潰瘍群とでは,ベブシン分
 泌能ても,塩酸分泌能ても殆んど差を認めない。しかし萎縮性胃炎群に如いて,両者を比較する
 ときは,ペプシン分泌能では殆んど差を認められないが7塩酸分泌能は胃潰瘍群で明らかに高値
 を示し,胃潰瘍の随伴性萎縮性胃炎ては,壁細胞機能は比較的に代償され.ているものと思われる。
 正常粘膜群に録する十二指腸潰瘍群と胃炎群卦よび胃潰瘍群とを比較すると,ペプシン分泌能
 ては差が認められないが,塩酸分泌能では十二指腸潰瘍群に油ける機能亢進が認められる。表層
 性胃炎群で三者を比較すると,ペプシン分泌能ても塩酸分泌能でも,十二指腸潰瘍群で著明な亢
 進が認められた。
 塩酸とペプシンの相関は,.胃炎一正常粘膜群では,濃度でも分泌重ても有意の相関を認め,正常
 胃の各分泌能は,互に相関を保っているものと思われるが,胃炎や潰瘍を含めた全検.査対象につ
 いて総体的にみるときは,濃度間ては相関が認められず・分泌量闘ては比較的左相関を纒める。
 これは胃液ペプシンの濃度が,主として相伴う塩酸分泌に支配される水の分泌により強ぐ影響を
 うけるためと思われる。
 胃炎群卦よび胃潰瘍群の表層性胃炎群て破正常粘膜群に比し,塩酸ペプシン分泌能間の解離を
 起す傾向が認められ,ペプシン優位型,塩酸優位型の両者の増加がみられる。しかし萎縮性胃炎
 が高度となるに従って,ペプシン優位型が圧倒的に多くなる,、しかるに十二指腸潰瘍群は全休的
 に塩酸優位型を示すが,表層性胃炎による解離の傾向は認められない。胃液に赴けろペプシンと
 塩酸の解離については,従来主として高度表層性胃炎や萎縮性胃炎に倒するベブシン優位型解離
 にのみ注目されて来たが,このような解離は分泌能低下の度の進んだ場合に多く認められるもの
 であり,表層性胃炎や軽度萎縮性胃炎の分泌能低下の度の少ないものでは,塩酸優位型解離を示
 すものもあることが認められ.た。
 潰瘍の治癒締過と塩酸一ベブシソ分泌能の変動の関係ては,予期に反して余り著明なものが少な
 く,明らかな変動の認められたものは,十二指腸潰瘍群に如け'る空腹時分泌胃液の酸度とペプシ
 ン濃度についてのみであり,縄墨良好群ては潰瘍の治癒と共に有意の低下を示した。眉潰瘍群て
 も同様の傾向が認められたが,十二指腸潰瘍群に赴ける程明らかてなく,インスリン静注刺激に
 反応して掛こるペプシン分泌能ては,両潰瘍群とも,治癒経過と共に上昇の傾向を認めるも,そ
 れ程著明ではなく・,塩酸分泌能ては著変が認められなかった。
マ
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 胃液ペグシンに関する従来の業績には,胃・十二指腸潰瘍詳と非毯魑群ど舐鮫レヒものが多く,胃粘
 膜の組織学的変化と対比したものは.比較的少左い。しかも,これらの諸業績にむける見解も必ず
 しも一致してはいない。・よって著者はノ胃炎,胃潰瘍,十二指腸潰瘍の主要腎疾患について,疾
 患別並びに生検所見別に,ペプシン分泌罷むよび塩酸分泌能について比較し検討した。
 またベブシンは塩酸と共に,胃・十二指腸潰瘍生成の直接的因子と思われるので,胃・十二指
 腸潰'瘍の治癒過程にむけるペプシン分泌能卦よび塩酸分泌能の変動についても検討を加えた。
 検査の対象は,すべて山形内科の入院患者であり,レ線検査,内視鏡}細胞診,その他の諸検
 査により診断の確定したものである。胃液'採取には経口的に胃管を用い・持続吸引で10分毎の
 分割に分けて採取した。胃液分泌刺激には,インスリンを毎Kg卯単位(最低を5単位として)
 用いた。空腹時分泌胃液を20分間,インスリン静注刺激後の分』泌胃液を9旺糊採取じ,春分鋤
 毎に曽液量,酸度,ベブシン濃度を測定した。酸度はT8Pfeτ一M5chae■i8法により,ペプシン
 は荻原のCa8ein-F。■i曙色A法により測定したG胃生検はw。。dらのGastricBi。P-
 8yTUbeに準じ,黒川ら数よぴ山形らが改良を加えたものて行い,その所見はWooこの分類に
 基いた教室の分類によった。潰瘍の経過による変動は,入院時かよび退院時の検査成績の比較に
 よった。胃液所見としては,空腹時分泌胃液では,ペプシン濃度,全分泌量,遊離酸度について,
 インスリン静注刺激後分泌胃液については7最高ベブシソ分泌量7ベブシン平均濃度・ベブシン
 総分泌量,最高遊離酸度,平均遊離酸度,堪酸誌分泌量について比較し,推、計学的な検討を加え
 た。また上記各値の算出法むよび意義についても,多少の考察を加えた。
 胃炎むよび胃潰瘍群では,ペプシン分泌能は正常粘膜群に比し,表層性胃炎群,軽度萎縮性胃
 炎群,中等度以上萎縮性胃炎群の順に,段階的に低下する傾向を示すが,塩酸分泌能は表層性胃
 炎,軽度萎縮性胃炎ては機能低下の度が少なぐ,中等度以上萎縮性胃炎に至って,著明な低下を
 示している百'すなわち胃腺の萎縮・変性は主細胞から始まり,壁細胞は比較的に抵抗性であるが,
 また一方萎縮・変性が高度となるときは,壁細胞は殆んど消失するも,主細胞は奪券処々に残存
 するという,胃炎に診ける壁細胞と主細胞との組織学的変化の状況が,分泌能の上にも反映する
 ことが詔められた。しかし十二指腸潰瘍の表層性胃炎鮮では,ペプシン分泌能も塩酸分・泌能も正
 常粘膜群に比し低下する傾和が認められず,むしろ逆に亢進する傾向が認められ,十二指腸潰瘍
 胃の特異性を暗示するものと思われた。
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 生検所見上の正常粘膜群または表層性胃炎群に赴ける,胃炎群と胃潰瘍群とては,ペプシン分
 泌能ても,塩酸分泌能でも殆んど差を認めない。しかし萎縮性胃炎群に赴いて,両者を比較する
 ときは,ペプシン分泌能では殆んど差を認められないが,塩酸分泌能は胃潰瘍群で鈎らかに高値
 を示し,胃潰瘍の随伴性萎縮性胃炎では,壁細胞機能は比較的に代償されているものと思われる。
 正常粘膜群に魅する十二指腸潰瘍群と胃炎群賢よび胃潰瘍群とを比較すると,ペプシン分泌能
 ては差が認められないが}塩酸分泌能では十二指腸潰瘍群に掛ける機能亢進が認められる。表層
 性胃炎群で三者を比較すると,ペプシン分泌能ても塩酸分泌能でも,十二指腸潰瘍群で著明な亢
 進が認められた。
 塩酸とペプシンの相関は,樗炎一正常粘膜群では,濃度ても分泌重ても有意の相関を認め,正常
 胃の各分泌能は,互に相関を保っているものと思われるが,胃炎や潰瘍を含めた全検査対象につ
 いて総体的にみるときは,濃度間では相関が認められず,分泌量間ては比較的な相関を認める。
 これは胃液ベブシシの濃度が,主として相伴う塩酸分泌に支配される水の分泌により強く影響を
 うけるためと、習、われる。
 胃炎群かよび胃潰瘍群の表層性胃炎群ては正常粘膜群に比し,漁酸ペプシン分泌能間の解離を
 起す傾向が認められ,ベゾシン優位型,塩酸優位型の両者の増加がみられる。しかし萎縮性胃炎
 が高度となるに従ってンペプシン優位型が圧倒的に多くなる。しかるに十二指腸潰瘍群は全体的
 に塩酸優位型を示すが,表層性胃炎による解離の傾向は認められない。胃液にむげるペプシンと
 塩酸の解離につい宅は,従来主として高度表層性胃炎や萎縮性胃炎に掛けるペプシン優位型解離
 にのみ注目.されて来たカ㍉このような解離は分泌能低下の度の進んだ場合に多ぐ認められるもの
 てあり,表層性胃炎や軽度萎縮性胃炎の分泌能低下の度の少ないものでは,塩酸優位型解離を示
 ナものも.あることが認められ.た。
 潰瘍の冶癒経過と塩酸一ベブツソ分泌能の変動の関係ては,予期に反して余り著明なものが少な
 く,明らかな変動の認められたものは,十二指腸潰瘍群に掛ける空腹時分泌胃液の酸度とペプシ
 ン濃度についてのみであり,経過良好群では潰瘍の冶癒と共に有意の低下を示した。胃潰瘍群て
 も同様の傾向が認められたが・・十二指腸潰瘍群に掛ける程明らかてなく,イ.ンスリン静注刺激に
 反応して卦こるペプシン分泌能では,両潰瘍群とも,治癒経過と共に上昇の傾向を認めるも,そ
 れ程著明ではなぐ,塩酸分泌能ては著変が認められなかったと結論している。.
 よって学位を授与するに充分価値あるものと認む。
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